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（様式１） 

診 療 科 研 修 コ ー ス 

診療科研修名【眼科コース】 

 

１．診療科（専門領域） 

  眼 科 

 

２．コースの概要 

  眼科プログラムを研修 

 

３．取得資格 

  ３年を終了した者に、国立病院機構による診療認定医（Ⅰ） 

  日本眼科学会が定める眼科専門医の取得準備 

 

４．長期目標 

 ・眼科解剖・発生学、生理学、病理学、眼光学、免疫学、遺伝学、薬理学、微生物学、衛生学、

産業医学、法令、ロービジョンケアに関する基礎知識の習得 

  ・重要な疾患や頻度の高い疾患に対して診断と治療方針決定の習得 

・眼科救急処置に関する知識と技術の習得 

・症例報告、臨床研究などの学会発表・論文の投稿 

  ・日本眼科学会専門医受験資格に要する手術件数の全てを 3年間で終了する 

 

５．取得手技 

  ・各種眼科臨床検査の習得 

   （静的視野、量的視野、瞳孔、色覚、光覚、屈折、調節、眼圧、涙液検査、画像診断、電気

生理学的検査など）   

  ・検眼鏡的検査技術の習得（細隙灯顕微鏡検査、生体染色顕微鏡検査、眼底検査、隅角検査な

ど） 

  ・網膜光凝固術、レーザー後囊切開術の習得 

  ・緑内障に対するレーザー治療の習得 

  ・眼科の小手術・外来処置の技術の習得（結膜下注射、麦粒腫切開術、結膜縫合術、涙嚢洗浄

など） 

  ・白内障手術、緑内障手術の習得   

 

６．研修期間 

   ３ 年間 

 

７．募集人数 

   ２ 名 
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８．前年度診療科の実績と目標症例数 

  

主要疾患 症例数（年間） 目標症例数（年間） 

白内障 ６００ １００ 

緑内障 ５ １ 

眼瞼下垂 ５ １ 

その他外眼手術（内反症など） １０ ５ 

網膜光凝固術 ８０ １０ 

YAG レーザー後嚢切開 １０ １０ 

緑内障レーザー手術 ４０ ５ 

   

   

   

 

９．診療科の指導体制 

 診療科医師数 常勤  1 名、非常勤  4 名 

 診療科研修の指導にあたる医師   1 名 

主として研修指導にあたる医師の氏名        中尾 彰      

〃           診療科経験年数      11 年 

 

１０． コンセプト 

  ・臨床実践的なカリキュラムにより、眼科医の育成を目標としている 

  ・３年次以降は他の関連病院とのローテーションも可能 

  ・視能訓練士をはじめとするコメディカル等とのチーム医療の重要性の認識と協調性を養う 

 

１１．一般目標 

  ・眼科解剖・発生学、生理学、病理学、眼光学、免疫学、遺伝学、薬理学、微生物学、衛生学、

産業医学、法令、ロービジョンケアに関する基礎知識の習得 

  ・重要な疾患や頻度の高い疾患に対して診断と治療方針決定の習得 

  ・眼科救急処置に関する知識と技術の習得 

  ・症例報告、臨床研究などの学会発表・論文の投稿 

 

１２．関連領域の研修に関して 

    施設内での研修         可能    不可 

    施設外との交流研修       可能    不可 

    研修領域の決定 

      本人の意向を研修責任者が聴取し、本人と相談して決定 

 

１３．共通領域研修について 

  ・医療安全研修会の開催（年４回） 

   


